
血液ガス分析装置による透析液成分濃度測定性能評価

―ABL90 FLEXを用いた基礎的検討―

Ϯ0ϭϳ年ϲ月より、一般社団法人日本血液浄化技術学会に

よる透析液成分濃度測定装置の認証制度が開始されまし
た。本制度により、各種分析装置において、透析液測定に
関する適合性の評価が実施されました。認証項目である
pH、,�K3

-、EĂ、<、Clを測定可能な血液ガス分析装置も対
象となっており、透析液成分濃度の確認に使用されます。

今回、透析液成分濃度管理にラジオメーター社製血液ガ
ス分析装置 ABL90 FLEXをご使用いただいているご施設で
の透析液成分濃度の測定性能をご評価いただきました。
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QA(Quality Assurance)とは、『常に質（内容）を確認し、継続的な向上を
目指す』という意味で、Radiometer�の基本コンセプトです。
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血液ガス分析装置による透析液成分濃度の測定性能評価

䠉��>ϵϬ &>�yを用いた基礎的検討䠉

はじめに

透析液成分濃度管理における⫼ᬒ

透析液はฎ方⟢医⸆品である透析をᕼ㔘ΰ合し
てస成している。䛭のᕼ㔘⢭度およびΰ合⢭度を確
認するためには、成分濃度を⢭確に▱るᚲせがある。
透析施設では、透析液のᕼ㔘ΰ合⢭度の確認として、
pH、㟁ゎ質濃度、㟁Ẽఏᑟ度、ᾐ透ᅽなどが一般的
に用いられているが、pHのィ測には血液ガス分析装
置、㟁ゎ質についてもイオン㑅ᢥ性㟁ᴟ（IŽŶ
SĞůĞĐƚŝǀĞ EůĞĐƚƌŽĚĞ：ISE）法で測定している施設が多
い。どちらの測定装置も血液をヨᩱ対象としたもので
あり、透析液をヨᩱとしたሙ合にはタンパクなどをྵ
まないことから、┿್とは␗なった್となる。

日本⸆ᒁ方で測定されている方法ϭ）と、透析施設で
一般的に測定されている血液ガス分析装置の測定
原理を表䠍に♧す。䝘トリ䜴ムなどの測定に用いられ
てきた⅖ගග度法は、ヨᩱをᕼ㔘して測定する方法
であり、ヨᩱの㐪いによる┿್との㞳はᑡなかっ
た。一方、ISE法ではヨᩱを┤᥋測定する方法が多く
᥇用されており、ヨᩱの㐪いによる測定್䜈のᙳ㡪
が大きい。

項目 日本⸆ᒁ方 血液ガス分析装置

䝘トリ䜴ム ⅖ගග度法 ISE

カリ䜴ム ⅖ගග度法 ISE

カ䝹䝅䜴ム E�dAϮEĂキ䝺ート定法 -

マ䜾䝛䝅䜴ム E�dAϮEĂキ䝺ート定法 -

ሷ⣲（クロー䝹） 㟁㔞定法 ISE

pH ᒁ方 一般ヨ㦂法 pH測定法 㟁ᕪ測定法

ᾐ透ᅽ ᒁ方 一般ヨ㦂法 ᾐ透ᅽ測定法 -

䝤ド䜴⢾ ᒁ方 一般ヨ㦂法 液యクロマト䜾ラフ法 䜾䝹コースオキ䝅䝎ー䝊法

Ⅳ㓟Ỉ⣲ ᒁ方 一般ヨ㦂法 液యクロマト䜾ラフ法 -

㔜Ⅳ㓟イオン（,�K3
-） - pHとp�KϮからィ⟬

表䠍 日本⸆ᒁ方と血液ガス分析装置の測定原理 ϭ）

透析液成分濃度測定の目的

日本血液浄化技術学会では、検査医学標‽≀質
機ᵓおよび日本臨床化学会の協ຊをᚓて透析液
測定用常用ཧ↷標‽≀質をస成した。この透析液
測定用常用ཧ↷標‽≀質を測定して、一定の⠊ᅖ
内の್がᚓられた測定装置に対し認証を䛘る認
証制度を開始した。

認証制度の開始により、ᕼ㔘ㄪᩚされた透析液
の成分濃度をṇ確にᢕᥱすることが可能になった。
今回、認証の対象となった項目はpH、,�K3

Ё、EĂ、
<、Clで、⌧ᅾ（Ϯ0ϭϴ年Ϯ月）までにϭϰ機種のISE㟁ゎ
質ィとISEき血液ガス分析装置が認証されている。

透析液成分濃度測定装置の認証開始

認証装置であるラジオメーター社製ISEき血液ガ
ス分析装置ABL90 FLEXを用いて、透析液測定用常用
ཧ↷標‽≀質JCCRM ϯ00-ϭϮ（以ୗ、 :��ZDϯ00 ）を
測定し、䛭の測定⢭度と認証್との適合性を評価し
た。

目的

䐟測定ヨᩱ
対象ヨᩱとした:��ZDϯ00は㓑㓟⣔とク䜶ン㓟⣔の

Ϯ種で、どちらも中濃度と㧗濃度のϮ濃度となっている。
ヨᩱはpHおよびp�KϮを一定にಖつ目的でガラス

評価対象

パラメーター 指標

pH AͬB液のΰ合ẚ⋡のጇᙜ性

,�K䠏- B液濃度のጇᙜ性※

EĂ 全య濃度のጇᙜ性

< A液濃度のጇᙜ性

Cl A液濃度のጇᙜ性

表䠎 透析液成分濃度管理で使用するパラメーター 3)

※㔜᭪成分の全てが,�K3
-としてᏑᅾしていないためややᅔ㞴

᪤にこれらのၥ㢟をゎỴするために、ヨᩱ対象を
透析液とした透析䝰ードをᦚ㍕した測定装置もᏑᅾ
するが、透析液用の標‽液やコントロー䝹液はこれ
までᏑᅾ䛫䛪、透析液䝰ードで測定した್が┿್で

あるಖ証は↓かった。つまり、これまでの透析液は透
析が適ṇにᕼ㔘ΰ合されているのか不᫂░であ
るのとྠに、透析液の濃度が施設㛫で␗なること
もᠱᛕされる。䛭こで、日本血液浄化技術学会では、
各透析施設でస成された透析液濃度をṇ確に測定
することを目的に、透析液専用の標‽液をస成し、
透析液濃度を測定する装置に対し䛂透析液成分濃度
測定装置の認証指㔪䛃を⟇定したϮͿ。

また、イオン成分を測定する方法であることから透析
液をヨᩱとしたሙ合、⅖ගග度法で測定した್との
㛫には㞳が⏕じる。

透析は㟁ゎ質成分と䝤ド䜴⢾成分でᵓ成された
A原液と、Ⅳ㓟Ỉ⣲䝘トリ䜴ムのB原液でᵓ成され、こ
れらを一定ẚ⋡でᕼ㔘ΰ合してస成している。A原液
の中にはカ䝹䝅䜴ム、マ䜾䝛䝅䜴ムがྵまれており、
B原液のⅣ㓟Ỉ⣲䝘トリ䜴ムとのΰ合によりⅣ㓟カ䝹
䝅䜴ム、Ⅳ㓟マ䜾䝛䝅䜴ムの結ᬗが発⏕することな
どから、透析液は療┤๓にᕼ㔘ΰ合し、pH、,�K3-、
㟁ゎ質濃度を確認した上で療を開始する。
pHを実測することでA原液とB原液のΰ合ẚ⋡のጇ
ᙜ性が確認でき、EĂを実測することで全య濃度のጇ
ᙜ性が確認できる。
<とClを実測することでA液のጇᙜ性が確認でき、

,�K䠏-を実測することでB液のጇᙜ性が確認できる
（表䠎）3）。

評価対象および方法

アンプ䝹中にᐦ㛢した液≧となっている。測定には
一定 度のୗで定常≧ែとしたᚋに、アンプ䝹を༑
分᧠ᢾし、液┦とẼ┦をᖹ⾮さ䛫たᚋに測定する。ア
ンプ䝹を開ᑒすると㓟化Ⅳ⣲はᣑᩓ㐓⬺してしま
うので、開ᑒᚋは㏿やかに測定し、༢回のみの使用
がつ定されている。

:��ZDϯ00は一⟽の中に㓑㓟⣔の中濃度アンプ䝹
Ϯ本と㧗濃度アンプ䝹ϭ本、ク䜶ン㓟⣔の中濃度アン
プ䝹ϭ本と㧗濃度アンプ䝹ϭ本のィ5本のアンプ䝹で
ᵓ成されている。

認証್はpH、,�K3
Ёについては中濃度のみで、 EĂ、

<、Clは中濃度と㧗濃度のϮ濃度で認証್が設定され
ている。認証್には測定不確かさ、ᆒ質性およびಖ
Ꮡ安定性の不確かさ、ໟྵಀᩘを考៖したᣑᙇ不確
かさが設けられている。表䠏に:��ZDϯ00の認証್お
よびᣑᙇ不確かさをグす。



ABL90FLEXでィ測された全データを表䠐䡚䠔に♧す。ᖹᆒ್と認証್のᕪは全項目において認証್に対
し0͘ϭ䡚ϯ͘ϯ䠂の⠊ᅖ内だった。測定್の䝞ラ䝒キの指標となるኚືಀᩘ（�s್）は0͘9й以ୗ（0͘0䡚0͘9й）で、
ᴟめて㧗い⌧性が確認できた。

⢭確性の評価

アンプ䝹

㓑㓟⣔
（:��ZDϯ00A㸧

中濃度-䐟 中濃度-䐠
ϭ本目 ϳ͘ϯϯϰ ϳ͘ϯϯϱ
Ϯ本目 ϳ͘ϯϯϮ ϳ͘ϯϯϱ
3本目 ϳ͘ϯϯϮ ϳ͘ϯϯϱ
ϰ本目 ϳ͘ϯϰϱ ϳ͘ϯϰϭ
ϱ本目 ϳ͘ϯϯϲ ϳ͘ϯϮ9
ϲ本目 ϳ͘ϯϰϱ ϳ͘ϯϯ0
ᖹᆒ 7.337 7.334
SD Ϭ͘ϬϬϲ 0.004

�s;йͿ Ϭ͘ϭ Ϭ͘ϭ
認証್ 7.33 7.33
ᕪ 0.007 0.004
ᕪ;йͿ Ϭ͘ϭй Ϭ͘ϭй

アンプ䝹
㓑㓟⣔

（:��ZDϯ00A㸧
ク䜶ン㓟⣔
;:��ZDϯ00�Ϳ

中濃度-䐟 中濃度-䐠 中濃度

ϭ本目 Ϯϴ͘Ϯ Ϯϴ͘Ϯ ϯ0͘ϲ
Ϯ本目 Ϯϴ͘Ϯ Ϯϴ͘Ϯ ϯ0͘ϳ
3本目 Ϯϴ͘Ϯ Ϯϴ͘Ϯ ϯ0͘ϲ
ϰ本目 Ϯϴ͘Ϯ Ϯϴ͘ϰ ϯ0͘Ϯ
ϱ本目 Ϯϴ͘ϯ Ϯϴ͘ϭ ϯ0
ϲ本目 Ϯϴ͘ϰ Ϯϴ͘0 ϯ0͘ϲ
ᖹᆒ 2ϴ͘ϯ 2ϴ͘2 30.5
SD Ϭ͘ϭ Ϭ͘ϭ 0.3

�s;йͿ 0.3 0.3 Ϭ͘ϵ
認証್ 2ϴ͘Ϭ 2ϴ͘Ϭ ϯϭ͘ϱ
ᕪ 0.3 Ϭ͘2 -ϭ͘Ϭ
ᕪ;йͿ Ϭ͘ϵй Ϭ͘ϳй ϯ͘ϯй

項目
中濃度 㧗濃度

認証್ ᣑᙇ不確かさ 認証್ ᣑᙇ不確かさ

pH ϳ͘ϯϯ 0͘0ϯ - -

p�K2 ;ŵŵ,ŐͿ ϱϱ͘Ϯ ϭ͘ϱ - -

,�K3
- ;ŵŵŽůͬ>Ϳ Ϯϴ͘0 ϭ͘ϱ - -

EĂ ;ŵŵŽůͬ>Ϳ ϭϰ0͘ϲ 0͘ϴ ϭϲ0͘ϰ 0͘ϴ

< ;ŵŵŽůͬ>Ϳ Ϯ͘0ϭ 0͘0Ϯ ϯ͘9ϳ 0͘0Ϯ

�ů ;ŵŵŽůͬ>Ϳ ϭϭ0͘0 0͘ϲ ϭϯϭ͘ϰ 0͘ϲ

項目
中濃度 㧗濃度

認証್ ᣑᙇ不確かさ 認証್ ᣑᙇ不確かさ

,�K3
- ;ŵŵŽůͬ>Ϳ ϯϭ͘ϱ ϭ͘ϱ - -

EĂ ;ŵŵŽůͬ>Ϳ ϭϰ0͘ϯ 0͘ϲ ϭϲ0͘ϳ 0͘ϴ

< ;ŵŵŽůͬ>Ϳ Ϯ͘00 0͘0ϭ ϯ͘9ϳ 0͘0Ϯ

�ů ;ŵŵŽůͬ>Ϳ ϭϭϭ͘ϯ 0͘ϱ ϭϯϮ͘ϱ 0͘ϲ

表䠏 透析液測定用常用ཧ↷標‽≀質 JCCRM 300-ϭ2の認証್ ϰͿ

JCCRM300A-12（㓑㓟⣔）

JCCRM300C-12（ク䜶ン㓟⣔）

表䠐 JCCRM300測定結果䠉pH 表䠑 JCCRM300測定結果䠉,�K3
- ;ŵŵŽůͬ>Ϳ

䐠測定機ჾ
ラジオメータ社製ABL90FLEXには、今回の評価対
象項目であるpH、,�K3

Ё、EĂн、<н、Cl-のに、pKϮ、
イオン化�Ă、䝦䝰䜾ロ䝡ン、'ůƵĐŽƐĞ、LĂĐƚĂƚĞ、
BŝůŝƌƵďŝŶの್がᚓられる機能がᦚ㍕されている。
装置はᑠᆺであり、䝅リンジ内のサンプ䝹ϲϱ ʅLを
⮬ື吸ᘬᚋ、䜟䛪かϯϱ⛊で結果がᚓられる。

定ᮇ的なメン䝔䝘ンスはセンサーカセット（㟁ᴟ
㒊）と⁐液パック（ヨ⸆）ののみであり、⮬ື
⢭度管理機能をᦚ㍕している。

方法

ྠ一ロットの :��ZDϯ00をϲセット‽ഛし（㓑㓟⣔中
濃度はϭセットにϮアンプ䝹）ῧᩥ᭩にグ㍕のᡭ㡰
にᚑい、ABL90 FLEXの透析液䝰ードで測定した。ᚓら
れた結果のᖹᆒ್と認証್をẚ㍑して⢭確性を評価
した。

ḟに、標‽೫ᕪとኚືಀᩘから、⌧性の評価を
行った。また、:��ZDϯ00のῧᩥ᭩には標‽≀質
の༢回使用がつ定されているϰͿ。䛭のኚືの⛬度を
確認するため、ྠ一アンプ䝹を連続測定し、ヨᩱの
安定性について確認を行った。

結果

アンプ䝹
㓑㓟⣔

（:��ZDϯ00A㸧
ク䜶ン㓟⣔
;:��ZDϯ00�Ϳ

中濃度-䐟 中濃度䠉䐠 㧗濃度 中濃度 㧗濃度

ϭ本目 ϭϰϭ ϭϰϭ ϭϲ0 ϭϰ0 ϭϲ0
Ϯ本目 ϭϰϭ ϭϰϭ ϭϲ0 ϭϰ0 ϭϲ0
3本目 ϭϰϭ ϭϰϭ ϭϲ0 ϭϰ0 ϭϲ0
ϰ本目 ϭϰϭ ϭϰϭ ϭϲ0 ϭϰ0 ϭϲ0
ϱ本目 ϭϰϭ ϭϰϭ ϭϲ0 ϭϰ0 ϭϲ0
ϲ本目 ϭϰϭ ϭϰϭ ϭϲϭ ϭϰ0 ϭϲ0
ᖹᆒ ϭϰϭ ϭϰϭ ϭϲϬ ϭϰϬ ϭϲϬ
SD 0.0 0.0 0.4 0.0 0.0

�s;йͿ 0.0 0.0 0.3 0.0 0.0
認証್ ϭϰϬ͘ϲ ϭϰϬ͘ϲ ϭϲϬ͘ϰ ϭϰϬ͘ϯ ϭϲϬ͘ϳ
ᕪ Ϭ͘ϰ Ϭ͘ϰ -0.4 -Ϭ͘ϯ -Ϭ͘ϳ
ᕪ;йͿ Ϭ͘ϯй Ϭ͘ϯй Ϭ͘2й Ϭ͘2й Ϭ͘ϰй

表䠒 JCCRM300測定結果䠉EĂ ;ŵŵŽůͬ>Ϳ



アンプ䝹

㓑㓟⣔
（:��ZDϯ00A㸧

ク䜶ン㓟⣔
;JCCRM300C)

中濃度䇲䐟 中濃度-䐠 㧗濃度 中濃度 㧗濃度

ϭ本目 Ϯ͘0 Ϯ͘0 ϰ͘0 Ϯ͘0 ϰ͘0
Ϯ本目 Ϯ͘0 Ϯ͘0 ϰ͘0 Ϯ͘0 ϰ͘0
3本目 Ϯ͘0 Ϯ͘0 ϰ͘0 Ϯ͘0 ϰ͘0
4本目 Ϯ͘0 Ϯ͘0 ϰ͘0 Ϯ͘0 ϰ͘0
5本目 Ϯ͘0 Ϯ͘0 ϰ͘0 Ϯ͘0 ϰ͘0
ϲ本目 Ϯ͘0 Ϯ͘0 ϰ͘0 Ϯ͘0 ϰ͘0
ᖹᆒ 2͘Ϭ 2͘Ϭ ϰ͘Ϭ 2͘Ϭ ϰ͘Ϭ
SD Ϭ͘Ϭ Ϭ͘Ϭ Ϭ͘Ϭ Ϭ͘Ϭ Ϭ͘Ϭ

�s;йͿ Ϭ͘Ϭ Ϭ͘Ϭ Ϭ͘Ϭ Ϭ͘Ϭ Ϭ͘Ϭ
認証್ 2͘Ϭϭ 2͘Ϭϭ ϯ͘ϵϳ 2͘ϬϬ ϯ͘ϵϳ
ᕪ -Ϭ͘Ϭϭ -Ϭ͘Ϭϭ Ϭ͘Ϭϯ Ϭ͘ϬϬ Ϭ͘Ϭϯ
ᕪ;йͿ Ϭ͘ϱй Ϭ͘ϱй Ϭ͘ϴй Ϭ͘Ϭй Ϭ͘ϴй

アンプ䝹

㓑㓟⣔
（:��ZDϯ00A㸧

ク䜶ン㓟⣔
;JCCRM300C)

中濃度-䐟 中濃度-䐠 㧗濃度 中濃度 㧗濃度

ϭ本目 ϭϭ0 ϭϭ0 ϭϯϮ ϭ09 ϭϯϮ
Ϯ本目 ϭϭ0 ϭϭ0 ϭϯϮ ϭ09 ϭϯϮ
3本目 ϭϭ0 ϭϭ0 ϭϯϮ ϭ09 ϭϯϮ
4本目 ϭϭ0 ϭϭ0 ϭϯϰ ϭϭ0 ϭϯϮ
5本目 ϭϭ0 ϭϭ0 ϭϯϮ ϭϭ0 ϭϯϯ
ϲ本目 ϭϭ0 ϭϭ0 ϭϯϮ ϭ09 ϭϯϮ
ᖹᆒ ϭϭϬ ϭϭϬ ϭϯ2 ϭϬϵ ϭϯ2
SD Ϭ͘Ϭ Ϭ͘Ϭ Ϭ͘ϴ Ϭ͘ϱ Ϭ͘ϰ

�s;йͿ Ϭ͘Ϭ Ϭ͘Ϭ Ϭ͘ϲ Ϭ͘ϱ Ϭ͘ϯ
認証್ ϭϭϬ͘Ϭ ϭϭϬ͘Ϭ ϭϯϭ͘ϰ ϭϭϭ͘ϯ ϭϯ2͘ϱ
ᕪ Ϭ͘Ϭ Ϭ͘Ϭ Ϭ͘ϲ -2͘ϯ -Ϭ͘ϱ
ᕪ;йͿ Ϭ͘Ϭй Ϭ͘Ϭй Ϭ͘ϱй 2͘Ϭй Ϭ͘ϰй

表䠓 :��ZDϯϬϬ測定結果䠉< ;ŵŵŽůͬ>Ϳ

表䠔 :��ZDϯϬϬ測定結果䠉�ů ;ŵŵŽůͬ>Ϳ

ྠ一アンプ䝹を連続ϲ回測定したの㓑㓟⣔JCCRM300のpH、p�KϮ、 ,�K3
-の⤒的なኚ化をᅗ䠍に♧す。

アンプ䝹を開ᑒᚋには、pHは⤒的に上᪼し、p�KϮは⤒的にపୗしていることから、㓟化Ⅳ⣲がᣑᩓ㐓
⬺することが確認できた。
一方、EĂ、<、Clでは⤒的なኚ化は認められなかった（ᅗ䠎）。

ガスのᣑᩓによるヨᩱのኚື

ABL90 FLEXで測定したJCCRM300の್と認証್の結
果から、ABL90FLEXはᴟめて⢭確にୟつ㧗⢭度に透
析液成分濃度を測定できる装置であることが確認で
きた。
しかし、データの分ᩓの指標となる標‽೫ᕪ（SD）
は、EĂと<ではSD䠙0となっている。これはEĂおよびCl
ではᑠᩘ点以ୗの表♧が↓く、 <ではᑠᩘ点第一
までしか表♧されないためであり、今ᚋ、よりヲ⣽な
データをᢕᥱし、より㧗⢭度な管理を行うためには、
᱆ᩘ表♧の㑅ᢥが可能となる機能のᦚ㍕がᮇᚅさ
れる。また、測定の㟁Ẽ的なデータの開♧が可能
となることがᮇᚅされる。

JCCRM300のῧᩥ᭩には標‽≀質の༢回使用が
つ定されている。アンプ䝹開ᑒᚋのヨᩱを連続測定
したとこ䜝Ⅳ㓟ガスはᣑᩓ㐓⬺し、pHおよびp�KϮは

⤒的にኚ化することが確認できた。ヨᩱが透析液
のሙ合にもⅣ㓟ガスのᣑᩓ㐓⬺を考៖し、ヨᩱは㏿
やかに測定すること、䛭して༢回の測定とすることが
ᚲせとᛮ䜟れた。

まとめ

透析液濃度の適ṇ評価を目的としてస成された
JCCRM300をABL90 FLEXで測定した結果、ABL90 FLEX
はᴟめて㧗い⢭度で⢭確に透析液成分濃度を測定
できる装置であることが確認できた。
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ᅗ2 㓑㓟⣔中濃度のྠ一アンプ䝹を連続ϱ回測定
したときのEĂͬ<ͬ�ůの⤒ኚ化

EĂͬ�ů
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考察

ガス⣔の測定には、ヨᩱ中のẼἻのΰධなどに
よるഅ発ㄗᕪもᑡなから䛪発⏕する༴㝤性がある。
JCCRM300では༢回使用となっているがEĂ、<、Clの
安定性はᴟめて㧗いことが確認されたことより、装置
の評価には⌧性のデータをᢕᥱした上で、㔜
測定をすることで、より⢭確性が㧗まるとᛮ䜟れた。

今回、測定に用いたABL90FLEXは、メーカがあらか
じめJCCM300を用いて認証್に適合する⿵ṇがされ
ており、本検討で使用したJCCRM300とはูロットであ
る。認証್と実測್にᕪがなかったことから、
JCCRM300はಙ㢗性の㧗い透析液用標‽≀質である
とᛮ䜟れた。

ᅗ䠍 㓑㓟⣔中濃度のྠ一アンプ䝹を連続ϱ回測定
したときのƉ,ͬp�K2ͬ,�K3

-の⤒ኚ化
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会社紹介

ZĂĚŝŽŵĞƚĞƌ、ZĂĚŝŽŵĞƚĞƌロゴ、ABL、AYd、d�D、AYhZE、W/�Kおよび�L/E/dhBE^はZĂĚŝŽŵĞƚĞƌ DĞĚŝĐĂů AƉ^（デンマーク）の商標です。

ラジオメーター株式会社
本社
〒ϭϰ0-000ϭ 東京都品川区北品川ϰ-ϳ-35
dEL：0ϯ-ϰϯϯϭ-ϯϱ00（代表）

■ 最新の製品情報はこちらをご覧ください
ǁǁǁ͘ƌĂĚŝŽŵĞƚĞƌ͘ ĐŽ͘ũƉ

■ アキュートケア支援サイト
ǁǁǁ͘ĂĐƵƚĞ-ĐĂƌĞ͘ũƉ

ラジオメーターは60年以上の歴史を持つ血液ガス分析のパイオニアメーカーです。

私たちの原点

1952年

ヨーロッパを中心に猛威を振るったポリオにより多くの子どもたちが

呼吸機能不全で命を失いました。

ラジオメーターはコペンハーゲン大学との協働で血液のｐＨを測定

する装置を開発し、診療に貢献しました。

㻝㻥㻡㻠年に世界初の市販血液ガス分析装置を発売以降、
ラジオメーターの製品は㻝㻟㻜か国以上の病院、診療所、
検査施設で使用されています。

ラジオメーター社の日本法人は全国㻝㻝拠点に配属された
スタッフにより、緊急検査項目である血液ガス分析装置を
安心してお使いいただけるよう、サポートを行っています。


